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Intonation and Word Order in Spanish
Miyuki Takasawa
Abstract
The word order in Spanish is said to be partly determined by the 
information structure of the sentence. This paper investigates the 
relation of the word order and the intonation in Castilian Spanish 
from the informative point of view (old/new information). Fifty 
simple utterances taken from a radio Spanish language program 
were classified into seventeen types of the word order according 
to their basic syntactic patterns. In addition to this classification 
the intonational patterns of those utterances were described using 
Sosa’s intonation model. From the result of these analyses we have 
obtained two findings: if an utterance with unmarked word order 
does not contain a word that conveys new information in the final 
position, (1) it tends to be split into two or more melody groups ; (2) 




































述語動詞を含む完全文を構造的に基本 12 型に分類し（表 1 を参照）、それ
ぞれの文型の無標の語順を詳細に記述している。この無標の語順は、後置
主語構文とよばれる、主語後置が無標となる提示動詞文、感情動詞文、評

































し、O が P に先行するのが無標の語順であると指摘している。しかし、




クセントが中立焦点である S や O に置かれるように、VOS、VOPS、






イントネーションを定義している。Sosa の表記方法は、高音調 H と低音
調 L という 2 つの音調をまず定義している。ここで用いられる「高」と
「低」は、話者が一番低い基本周波数で発話した数値を基底線として判断
される。さらに、H と L がそれぞれアクセントの置かれる音節に割り当










トの種類は表 2のように、計 19 種類となる。
5高 澤 美 由 紀
表 2　Sosa（1999）のメロディーグループの頭部と核のピッチアクセントの種類
頭部 核
単純音調 複合音調 下降調 上昇調 平坦調
H* H*+L H*L% H*H% H*+HL%






























（S）Cd	V と（S）Ci	Cd	V に含まれる Cd と Ci は、どちらも付属語である
無強勢与格と無強勢対格に相当し、必ず動詞に前置するため、これらは有
標の語順を示すものではない。つまり、生起回数にアステリスクがついた





し、中立焦点に適用する中立アクセントを S に置くために VS という有標
の語順となっている。さらに 2発話が、疑問に対する答えの発話であるが、





ち新情報に Cd が相当する発話は 3 発話である。SV と（S）V に関しては、
３発話全てに前置詞句が後置され、前置詞句が全て新情報となっている。
（S）VCo では、5 発話中 1 発話のみ前置詞句が後置され、この前置詞句は、
文脈上、対比焦点となり、強調アクセントが置かれるものである。さらに、
SVA、（S）VA は 15 発話あるが、付加語である前置詞句が後置される発
話は 3発話含まれ、これらは新情報にAが相当する発話である。
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表 3　音声資料として用いた発話の文型と生起回数
S：主語　V：述語動詞　A：属詞　Cd：直接補語　Ci：間接補語　Co：斜格補語
文型 生起回数 文型 生起回数 文型 生起回数
V	Cd 5 S	V	Co	 1 （S）V	Cd 3
V	A 1 （S）V	Co 5 （S） Cd V 3
S	V 1 S	V	A	 4 V	Cd	S 1
（S）V 2 （S）V	A 11 （S）V	Cd	Co 1
V	S 2* V	A	S 1 （S） Ci Cd V 2
Ci	V	S 3 S	V	Cd 4
	 （*：2 発話のうち、1発話は有標の語順）　
3. 2　50 発話の音声分析ソフトによる測定結果
まずグラフ 1 は、50 発話のそれぞれに関して、持続時間の度数分布を
ヒストグラムで表したものである。今回音声資料として用いた単文発話は、
1101msec から 2900msec の持続時間を有するものが 34 発話あり、全体の
68％を占めていることがわかる。全体の 32％を占める発話の中で、
2901msec 以上の持続時間を有する 8 発話の中 7 発話は、2 つ以上のメロ
ディーグループからなる発話である。一方、2900msec 以下の持続時間を
示す 13 発話も 2 つ以上のメロディーグループからなる発話である。また、
１発話の持続時間の平均値は 1959msec であった。
次にグラフ 2 は、50 発話のそれぞれに含まれる音節数の度数分布をヒ
ストグラムで表したものである。Navarro	Tomás（1966）は、1 つのメロ
ディーグループを構成する音節数は 5 音節から 10 音節からなり、5 音節
よりも少ないもの、15 音節を超えるものは少ないと指摘している。この
定義に従って見ていくと、1発話が 16 音節以上からなる発話は、9発話確
認され（全体の 18％）、このうち 1発話以外は 2つ以上のメロディーグルー
プからなる発話である。
またグラフ 3 は、50 発話それぞれが含む 1 音節の平均持続時間の分布
を表したものである。1 音節の持続時間の平均値は 189msec であり、グ
8ラフを見ると、平均値を含む区間、及びその前後の区間に含まれる発話は
36 発話（全体の 72％）であった。

















グラフ 4　話者 1 の基本周波数変動幅 グラフ 5　話者 2 の基本周波数変動幅
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の基本周波数の変動幅の平均値は 216Hz であり、平均値を含む区間、及
びその前後の区間に含まれる発話は 20 発話（全体の 74％）確認された。
3. 3　無標の語順 VCd と SVA、（S）VA の F0 曲線
まず図 1 は、Hace	mucho	frío	en	el	subterráneo.「地下はとても寒い
わ。」という意味の基本文型VCdに付加語である場所の前置詞句が後置さ
れた話者 2 の発話の F0 曲線を示したものである。この発話において、基
本周波数の最低値は 152Hz である。まず、メロディーグループの頭部の
音調は、最初のアクセントの置かれるHaの音節が 178Hz で始まり、後続
する ce の音節で 323Hz となるので、L*+H で記述される。さらに次のア
クセントを担う単語の音節 mu は 319Hz を示し、次の cho の音節で
195Hz まで下降しているので、H*+L で記述される。その後、VCd の Cd
に相当する単語 frío のアクセントを担う音節 frí は 215Hz から 369Hz を
示す次の音節 o	まで上昇調を示すので、H*+H と記述され、その後下降調
となり、文末の核の音調に相当する rá の音節は 186Hz を示し、文末の音
節 o における 159Hz と続くので、L*L% と記述される。この発話の F0 変
動幅は 217Hz であり、話者 2 の発話全体の F0 変動幅の平均値が 216Hz




場所の前置詞句が後置された話者 2 の発話の F0 曲線を示したものである。
この発話において、基本周波数の最低値は 133Hz である。まず、メロ
ディーグループの頭部の音調は、最初のアクセントの置かれる Hay の音
節が 228Hz で始まり、後続するアクセントを担う u の音節の 411Hz まで
上昇調を示し、その後下降調を示すので、H*+H と H*+L とそれぞれのア
クセントを担う音節が記述される。そして、次の VCd の Cd に相当する
アクセントを担う単語 catedral の音節 ral は 201Hz から 291Hz へと上昇
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調を示し、その後 148Hz まで下降調を示す。ここで休止が置かれるので、
L+H*L% と核の音調をもち、ここまでが 1 つのメロディーグループとし
て記述される。その後に続く前置詞句に相当する en	medio	de	 la	
Mezquita では、me の音節が 186Hz の低い音調を示し、文末の核の音調
に相当する ral の音節は 177Hz から下降調を示し、文末の音節 ta の
142Hz へと続くので、L*L% と記述される。この発話の F0 変動幅は
278Hz であり、話者 2 の発話全体の F0 変動幅の平均値が 216Hz を示し、







担う sun の音節の 291Hz まで上昇調を示し、その後下降調を示すので、
L*+H と H* とそれぞれのアクセントを担う音節が記述される。そして、
（S）VAのAに相当する単語miedoso の mie という音節まで下降調を示し、
次のアクセントを担う音節 doで 173Hz から 314Hz へと上昇調を示し、そ
の後 so の音節で 163Hz まで下降調を示す。ここで休止が置かれるので、
L+H*L%と核の音調をもち、ここまでが 1つのメロディーグループとして
記述される。その後に呼びかけ語に相当する Pepe の 1 番目のアクセント
を担うPeの音節は、193Hz から 300Hz へと上昇調を示し、2番目の peの
音節は 141Hz まで下降調を示すので、L+H*L% と核の音調で記述される。
この発話のF0変動幅は 174Hz であり、話者 2の発話全体のF0変動幅の
平均値が 216Hz を示し、さらにグラフ 5の話者 2の F0変動幅のヒストグ
ラムを見ることにより、あまり変動幅が大きい発話ではないことがわかる。
一方、図 4は、Eres	demasiado	joven	para	morir,	Pepe.「死ぬにはまだ
早いわよ、ペペ。」という意味の話者 2 による基本文型（S）VA に、図 3
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で示した発話とは異なり、付加語である前置詞句が後置され、さらに付加
語である呼びかけ語で終わる発話である。まず、この発話の基本周波数の
最低値は 129Hz であり、最初のアクセントを担う音節 E は 191Hz を示し、
そのまま後続の音節 res まで上昇調を示すので、L*+H で示され、次のア
クセントを担う音節 sia も 242Hz を示すので、高い音調 H* で示される。
さらに、（S）VA の A に相当する joven という単語のアクセントを担う音
節 jo は、215Hz から後続する音節 ven の 283Hz まで上昇調を示すので、
H*+H で記述され、その後の前置詞句であり、核の音調が置かれる para	
morir のアクセントを担う音節 mo は 162Hz を示し、後続するアクセント
を担う rir の音節まで上昇調となり、rir の音節は 244Hz を示し、続いて
146Hz まで下降調を示すので、L+H*L% で記述され、ここまでが 1 つの
メロディーグループをなす。その後に呼びかけ語に相当する Pepe の 1 番
目のアクセントを担う Pe の音節は、171Hz から 239Hz へと上昇調を示し、
２番目の pe の音節は 130Hz まで下降調を示すので、L+H*L% と核の音調
で記述される。この発話の F0 変動幅は 156Hz であり、話者 2 の発話全体
の F0 変動幅の平均値が 216Hz を示し、さらにグラフ 5 の話者 2 の F0 変
動幅のヒストグラムを見ることにより、あまり変動幅が大きい発話ではな
いことがわかる。
図 1、図 2、そして図 4 では、基本の文型に付加語である前置詞句が後
続する場合の例であるが、その他の付加語である前置詞句をとる発話も同
様に、VCd の Cd や（S）VA の A に相当する単語に含まれる音節は
H*+H の音調で発話されたり、Cd や A に相当する単語に含まれるアクセ
ントを担う音節が核の音調をとり、その後の前置詞句がもう 1 つのメロ
ディーグループをなしている。
最後に、1 発話の音節数の平均値は 10.84 音節となり、Navarro	Tomás
（1966）の定義するメロディーグループを形成する音節数とほぼ一致して
おり、15 音節を超える発話は 9 発話、つまり、全体の 18％に過ぎないが、
２つ以上のメロディーグループからなる発話は 20 発話となり、全体の
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図 1 Hace mucho frío en el subterráneo.の F0 曲線 
 
 





図 1　Hace mucho frío en el subterráneo. の F0 曲線
図 2　Hay una catedral en medio de la Mezquita. の F0 曲線
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図 3 Eres un miedoso, Pepe. の F0 曲線 
 
図 4 Eres demasiado joven para morir, Pepe.の F0 曲線 
 
  
図 3　Eres un miedoso, Pepe. の F0 曲線




占め、1 発話の持続時間の平均値は 1959msec であり、それよりも持続時
間が短いにもかかわらず 2 つ以上のメロディーグループからなる発話は 6
発話あることから、本来 1つのメロディーグループで実現されうる発話が、
2 つ以上のメロディーグループからなる発話として実現されることがある
と推測される。これら全体の発話の 40％を占める 20 発話のうち、付加語
である、呼びかけや接続語を含むために 2つ以上のメロディーグループか





いて、無標の語順を有する（S）VA ＋呼びかけ語の例である図 3 と（S）
VA ＋前置詞句＋呼びかけ語の図 4 において例証される。文脈から判断す
ると、どちらもAが新情報となり、発話の焦点となるはずである。しかし、
１つのメロディーグループで発話される、基本文型以外で共通部分となる
呼びかけ語を除いた場合、図 3 では新情報となる A に後続する要素はな
く、A に相当する単語 miedoso が核の音調で実現されるが、図 4 の場合
は新情報となる A に後続する要素、前置詞句を有するために、A に相当
する単語 joven が核の音調で実現されるために、そこまでを 1 つのメロ
ディーグループとし、後続する前置詞句のために、メロディーグループを
増やしている。
第 2番目に、図 1と図 2を比較した場合、どちらも無標の語順を有する
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catedral の後に休止をいれることで、ここまでを１つのメロディーグルー
プとし、catedral のアクセントを担う ral という音節が核の音調を実現し
ている。一方、図 1の場合は、メロディーグループは 1つで実現されてい
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